
⼯学、理学、エネルギー学、社会学、経済学、哲学などの他分野からなる研究者と産業⼈とのラウンドテーブル⽅式で
の時間をかけた対話により、「コモンズ」、「社会的共通資本」を参考に「空気の価値化」の概念を議論している。そ
の中で、未来社会の姿を描き、そこで⽣まれる「空気の価値化」の社会ニーズを予測し、「空気の価値化」が未来の社
会や⽂化に与えるインパクトを想定し、「空気の価値化」を実現するための新技術、サービス、社会システムを構想す
ることを⽬指している。

総合知の活⽤の先⾏事例 「空気の価値化」 ①

経済学

物理学 数学

計算科学

情報学

哲学

建築学

機械⼯学

⽣命科学

⽂学 倫理学
歴史学

宗教学
⼼理学
教育学

⾔語学

芸術学
化学

経営学

⼟⽊・環境⼯学
資源・エネルギー⼯学

材料⼯学

電気・電⼦⼯学 地球科学
⼈間/⼈為の所産・⼈間本性の視点

農学

農業⼯学

⾃然法則の原理の視点

医学 薬学
スポーツ・健康科学

通信・情報⼯学

航空・宇宙⼯学

経営⼯学

農業経済学 国際関係学
法学・政治学

社会の制度・運営・⽣産消費活動の視点 ⼈体の構造や機能、疾病の視点

⾃然科学・社会科学に基づく応⽤技術の視点

それぞれの視点を統合し、ヒトと社会、そしてそれを取り巻く⾃然環境の未来図を描いた上で
「コモンズ」「社会的共通資本」等としての空気の価値を明らかにする。

「花する空気」、「⼿⼊れした空気」、「空気に気づく」・・・
個別に課題化されたテーマを再び各専⾨家が検討する。

「社会システム、経済メカニズム、科学技術を連環させて、⼈とは何か社会とは何かを意識しなが
らよりよい社会を⽬指すための知恵を⽣み出すということが、これからの実学。」

環境学

「Cooling for All」「Beyond Cooling」「Air for Common good」の
３つを検討を⽴体的・創発的に⾏うための発⾒的な仮コンセプトとして導出
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総合知の活⽤の先⾏事例 「空気の価値化」 ②
ダイキン⼯業-東京⼤学 総合知＆産学協創
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